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衛 星 合 成 開 口 レ ー ダ ( S A R ) は マ イ ク ロ 波 の 能 動 型 セ ン サ で あ る . マ イ ク ロ 波 を 利 用 す る た
め ， 雨 雲 等 に 左 右 さ れ な い 全 天 候 下 で の 観 測 が 可 能 で あ り ， 合 成 開 口 技 術 に よ り 光 学 セ ン
サ と 同 等 の 空 間 分 解 能 を 有 す る . S A R が 得 る 情 報 は ， 地 表 散 乱 体 か ら の マ イ ク ロ 波 の 後 方
散 乱 強 度 で あ り ， そ れ は 地 表 物 の 電 気 的 な 性 質 ( 特 に 水 分 で 変 化 す る 誘 電 率 ) ， 大 き さ や 凸
凹 ， 向 き や 方 向 等 に よ っ て 決 ま る . 本 研 究 で は ， 日 本 の 地 球 資 源 衛 星 ( JE R S - 1 ， 1992.2 ~ 
1998.10) に 搭 載 さ れ た S A R を 使 用 す る . 当 該 S A R の マ イ ク ロ 波 の 波 長 は 2 4 c m (通 称 L バ ン
ド ) で ， 森 林 各 部 の 物 理 的 な 大 き さ と 比 較 す る と ， 林 冠 下 へ の あ る 程 度 の 電 波 の 透 過 が 期 待
で き ， 林 冠 葉 部 ， 林 冠 枝 部 ， 幹 部 ， 基 部 地 面 部 等 で の 各 部 散 乱 が 全 体 の 散 乱 に 寄 与 し て い
る と 考 え ら れ る . 森 林 下 部 へ の 透 過 量 は 森 林 上 部 の 量 に 依 存 し ， 透 過 が 大 き い ほ ど 森 林 下
部 の 散 乱 寄 与 が 大 き く な る と 期 待 さ れ る .
以 上 よ り ， S A R の デ ー タ か ら 森 林 バ イ オ マ ス を 推 定 し よ う と す る 期 待 が 生 ま れ ， 多 く の
研 究 が 実 施 さ れ て い る . L u c k m a n  et a1. (1998) は ， ア マ ゾ ン の 熱 帯 雨 林 を 対 象 に J E R S - 1 S A R  
の 観 測 量 で あ る 後 方 散 乱 と バ イ オ マ ス と の 問 に 次 式 の 関 係 が あ る こ と を 経 験 的 に 示 し た .
σ 0 =  1010gla ー け 叶 (1) 
こ こ で ， ~ (dB)は S A R の 観 測 物 理 量 で あ る 後 方 散 乱 係 数 x は バ イ オ マ ス ( 山 a) で あ る a ，
b ，  c は 係 数 で ， 森 林 の 種 類 や 時 期 に 依 存 し て 変 動 す る . L uc k m a n  et a1 . が 示 し た 代 表 的 値 は
a = U .170 ，  b = O .053 ，  c =2.146 で あ る . ま た ， Paloscia et a1. (1999) は ， イ タ リ ア の T u s c a n y 地 方
の 森 林 を 対 象 に し て ， J E R S - l  S A R の 観 測 後 方 散 乱 係 数 と 樹 林 体 積 ( basal areaxaverage 町 民
height)w ( m
3
Iha) と の 聞 に 次 の 関 係 を 見 出 し た .
σ 。=10 log(7 x  1  0-
5  
W  +  0.06) 
(2) 
ま ず ， J E R S - l  S A R に よ る ラ ン ピ ル の 観 測 デ ー タ に 対 し て ， ( 1 ) に よ る バ イ オ マ ス マ ッ プ を
作 成 し よ う と し た . と こ ろ が ， ( 1 ) か ら 分 か る よ う に x → 無 限 ( 山 a) に 対 し て d → -7.70 (dB) 
と な る が ， S A R の 観 測 値 が ほ と ん ど の 場 所 で -7.70 ( d B ) 以 上 と な っ て 適 用 で き な か っ た . 既
存 の 研 究 で は ， 熱 帯 林 の 後 方 散 乱 係 数 が 飽 和 し て し ま う こ と ， バ イ オ マ ス を 計 測 す る た め
に は 更 に 長 い 波 長 ( 透 過 力 が 強 い ) が 必 要 と の 報 告 が あ る . 次 に (2) を 適 用 し た と こ ろ ， ラ
ン ピ ル ヒ ル 国 立 公 園 で の 樹 林 体 積 と し て 21目 社 14 ∞ ( m
3
Iha) を 得 た . 算 出 値 の 範 囲 は ， (2) が
対 象 と し た 森 林 の 樹 林 体 積 範 囲 を 大 き く 超 え て お り ， 適 用 性 を を 考 慮 す る 必 要 が あ る . ま
た， S A R に 特 有 の 地 形 に 起 因 す る 歪 み の 影 響 の 存 在 が み と め ら れ た . こ の 他 ， オ イ ル パ ー
ム の 経 時 変 化 ( 特 に 更 新 期 ) が 時 系 列 S A R デ ー タ に 顕 著 に 現 れ た .
S A R の そ の 他 の 応 、 用 技 術 に 干 渉 計 測 。 lterferometry) が あ る . こ の 技 術 は I n S A R と よ ば れ ，
一 般 的 に は 3 次 元 地 形 や 地 表 変 動 量 の 計 測 に 利 用 さ れ て い る . 熱 帯 森 林 に 対 し て 本 技 術 を
適 用 す る と ， 林 冠 下 へ の 電 波 の 透 過 の た め に ， 地 面 高 度 や 林 冠 頂 部 と は 異 な る 部 位 の 高 度
が 得 ら れ る だ ろ う . よ っ て I n S A R 高 度 と D E M (地 形 高 度 ) ， 林 冠 面 高 度 と の 違 い か ら バ イ オ
マ ス に 関 す る 情 報 が 得 ら れ る の で は な い か と い う 期 待 が あ る . し か し 残 念 な こ と に ， ラ ン
ピ ル 地 域 に つ い て は ， 品 質 の 良 好 な JERS-l S A R 干 渉 計 測 デ ー タ を い ま だ 見 出 し て は い な い .
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